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野
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伊
野
や
っ
て
未
来
こ

い
！
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
今

年
も
様
々
な
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
年
ぶ
り
の
国
際
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
大
会
、
文
化
祭
。
さ

ら
に
新
し
い
試
み
と
し
て
、

シ
ニ
ア
の
ス
マ
ホ
教
室
や

子
ど
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
、e

 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

伊
野
地
区
の
人
口
は
現

在
１
〃
２
０
０
人
余
。
伊

野
小
児
童
数
は
６
年
前
４

１
人
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

増
え
続
け
今
年
は
７
０
人

に
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
が
ピ
ー
ク
で

来
年
度
か
ら
激
減
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
は
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
。
「
関
係
人

口
」
と
呼
ば
れ
る
地
区
外

の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い

伊
野
、
安
心
の
伊
野
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

ま
も
な
く
、
う
さ
ぎ
年

の
新
年
。
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 

伊
野
は
跳
ね
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
「
や
っ
て
み
ら
こ
い
！
」 

よっ得！？伊野いち視察 

 伊野のまちづくりに学びたい、と視察に訪れる団体が
増えています。 

 12月3日は、浜田市三隅地区の皆さんをお迎えしまし
た。よっ得！？伊野いち（産地直売所）を見学した後、垂
水邸（空き家）で空き家活用について考え、その後、伊野
コミセンに移動して、まちづくりについて意見交換しまし
た。 

 ほかには、奥出雲町、東出雲町、島根県議団、くにび
き学園の皆さんがお見えになりました。 

３年ぶり文化祭開催 

 コロナ感染対策として会場を分散することで、３年ぶり
の開催にこぎつけました。伊野小体育館と校庭をメイン
会場に、コミセンや児童館、垂水邸で多彩な催し物が開
かれました。 

 東地区からは長崎良太さん率いる雲州戦隊ペックマン
がやって来て子どもたちを喜ばせました。犬のしつけ教
室、骨盤矯正、フラダンスなど、今までになかったイベン
トが地区外の皆さんの協力で実現しました。関係人口を
増やすことの効果を実感しました。 

 

 

eスポーツ大会 

 ゲームは子どもの成長にとって良くない、という固定観
念をうちやぶろう！と問題提起し、文化祭にゲームコー
ナーを設けたのは伊野に泊まりこんでまちづくりを考えた
島大男子学生。この流れで、かねてからeスポーツをまち
づくりにつなげたいと考えていた多久和秀政さん（未来こ
い！ネット交流部会長）の提案で、１１月２８日、伊野のe

スポーツ大会が開催されました。 

 今後、高齢者のフレイル予防や世代間交流などに活用
が期待されます。 

３年ぶりトレイルラン大会開催 

 伊野の里山を満喫しよう、スポーツを通して関係人口・
交流人口を増やそうと始まった「いの～んびりトレイルラ
ン大会」。 

 ３年ぶりに開催されたトレイルラン大会を走ったのはほ
とんどが地区外のランナー約１００人。視覚障がいのラン
ナー３人もガイドランナーとともに完走しました。 

 沿道では住民がエイドステーションを設けたり、看板を
作ったりして応援しました。ゴールの伊野小には豚汁や
焼きいも、ライスバーガーなどのテントが立ち並びました。 

 


